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新年はじまって１回目の活動日。今回は徹底して、グループ活動を進めていった。これまでの方向性をベースに２つのグル

ープ活動を主に話し合いを進めていく。１つは「ものづくり」に、もう１つは「MAP づくり」に着目したもの。コースの終わり、成果

発表会へ向けて、何をどのようにやっていきたいか、アイディアを重ねていく。「ものづくり」に着目したチームは、「どんなもの

をつくるか」ということではなく、「ものづくり」に含まれている他者との関係性がどのような様相を持っているのか、探求してみ

ることに。また、「MAPづくり」チームは、通り一遍の情報が載っている MAPではなく、自分たちなりの視点・関心に基づいたも

のを作成する。どちらの活動も、出発点は自分たちの関心事。「だがしや楽校」の「自分みせ」の理念の１つに、「自分(たち)の

持ち味・関心事ｌを「見せ」る、ということがある。これは、自分たちが本当に価値をおいているものや、楽しんでいる姿、人に思

わず伝えたいと思ってしまうこと…そういったその人たち自身の「特性」を具体的な他者や社会へ発信していくことを示してい

る。実は他の人たちから共感を得たり、つながりを得るために、まずはこちら側から、「私(たち)こんなことを考えている」、と自

分自身を顕わにすることはとても大事。11‘メンバー発のこの活動、どんな広がりが生まれるのか楽しみだ。（記事：川上） 

 
【次回までにやること】 

・ものづくりをしている人たちに以下の項目について

用紙に経験を記入してもらう 

 

① 素材は何か、どのように仕入れたか 

② ものづくりをするときの技を、どのようなアイ

ディア・きっかけ・動機で学んだか。そこにだ

れとのつながりがあったか？ 

③ 作ったものの用途は？ 

④ それが新たな人とのつながりなど、生活の中で

どう生かされたか？ 

 

人との関係は、間にモノがあるとつながりやすい。それはこの講
座の中でも、ずっと聞いてきたこと。そこで、実際にものづくりを
している人たちが、素材の仕入れからはじまり、技をどこで、だ
れから学んだか、実際につくったものでどのように関係が広がっ
たか…など、実際経験に基づいた「ものづくり」と「人間関係」の
筋道を立てる、とても斬新な企画！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【次回までにやること】 

各地域の担当が、以下のような視点をもってまち歩き

を行い、オススメのポイントなど写真に収める 

○おいしいお店 ○子連れでもいきやすいお店 

○バリアフリーになっているところ 

○トイレを貸してくれるところ 

○おもしろい何か 

(オブジェ、古民家、桜、古い町並み、風景など) 

杉並にはすでに MAPはたくさん。しかしいろいろ話し合いアイデ
ィアを出してみると、まだない視点も見つかるもの。その視点の
源にあるのは、メンバーそれぞれの「主観」や「問題意識」。 
一人ひとりが「他の人へ伝えたい！」と思うもの・こと、つまり「主
観・偏見・思い」が詰まった MAPづくりにチャレンジ！ 



 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆すぎなみ大人″熟″してる？の発行にあたって◆ 

 この新聞は事務局スタッフ松坂・川上・湊の独断と偏見と多少の事実に基づき作成しております。 

 

 

 

    
 

 

 

 

 

 

＜アドバイス＞ 

・導入の説明をスムーズに。・参

加している人に何をしてもらう

かをはっきり伝えること。 

・ビデオの感想をうまく繫げる 

ように。 

＜アドバイス＞ 

・はっきりした 

目的、何をする 

のかを伝える。 

・スタッフが 

何をする人なの 

かわかったのが良かった。 

・決まっていることと 

決まっていないことが 

わかるようにする 

 

 

 

              

 

＜アドバイス＞ ・他己 

紹介がよい。 ・やっていることの主旨や目的、また工程

をきちんと伝える。 ・アイスブレイクは立っているのが

つらい人がいるかもしれないので、時間に注意。 

・どういう地図を書くのか具体的に指示する 

 

 

 

 

 

 

 

＜アドバイス＞・司会者も緊張

しないように、皆をリラックス

させるように。 

・テーマの「キヅナ」の反映は

何なのかを説明する。・心がけと

して時間をしっかり管理する。 

・行うことをフリップ提示。 

きづな交流
カフェﾁｰﾑ 

ふるさと灯り
まつりﾁｰﾑ 

まちの物語 
ﾁｰﾑ 

コレィテブハ
ウスﾁｰﾑ 

 講座の開始は午後７時からだが、６時過ぎに集まり準備を始めるチームも。今日

は２８日に行われるワークショップのリハーサル日である。 

まずは広石さんのアドバイスからスタート。「最初の導入部分で、①プログラムの

目的と、全体として何をするのか、そしてそれぞれのセクションでは何をするのか

を、はっきりわかるようにシンプルに伝えること。 ②アイスブレークとしての自己紹

介では、後のワークに必要なことを話してもらう。この２点が大切。ファシリテーター

は信頼感が大事。そのためにスムーズな導入を行うことが大切です。そこの部分を

中心に今日はリハーサルをしてください。」そして、手塚さんからは「本番中のＮＧと

して、①時間オーバー ②知人客となれなれしく話し、一般客に不快な思いをさせる

こと があります。ぜひ気をつけましょう。」などのアドバイスをもらった。リハーサル

では２チームに別れ、交代に参加者と開催者を体験して意見を交換し、自分たちの

ワークショップの改善点などを確認した。やる側ではわからなかったことが、他チー

ムでお客として参加してみると、なるほど！と実感することも多かったようだ。 

チームの会議は講座内で行うより、講座外が圧倒的に多かった。受講生のがん

ばりはすばらしい！のひとこと。参加者の人達に何を持って帰ってもらうか。それを

常に意識しながらあと１０日間、仕上げをがんばっていきましょう！（記事：湊） 

★Check Point！ 
① 導入-大人塾の紹介/アイスブレー

ク/進行案内 

② ターゲットにあった言葉 板書も

使う 

リ
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